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研究の概要（200～300字で記入、図・グラフ等は使用しないこと。） 

当該研究の研究目的を含むこと。 

本研究は、サンドラ・ロジェ (Sandra Laugier,1961-)による連続テレビドラマ論の主要

な概念について分析し、さらにはそれらを踏まえて作品分析を行うものである。その目

的は「連続テレビドラマという表現形式は人間の〈生〉をいかに変容させ得るか」とい

う問いを明らかにするためである。ロジェが連続テレビドラマの表現形式について「繰

り返しの接触と愛情のモデル」と定義していることを踏まえ、視聴者と作品の間で育ま

れる「愛情」の一事例として、 NHK 連続テレビ小説『おかえりモネ』の作品分析を行い、

私たちの生活において連続テレビドラマがいかにその固有性を発揮するか を示す。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図・グラフ等は使用しないこと。） 

 以下の視点を含めて記載のこと。 

・当該研究は何をどこまで明らかにできたのか（できなかったのか）。 

・何をもって研究成果（経過）を達成できた（できなかった）と考えられるのか。 

自身が設定した研究目的・目標に照らして、その根拠がわかるよう記載のこと。 

 本研究は、「サンドラ・ロジェの連続テレビドラマについての分析」と「NHK連続テレビ小説『おかえりモネ』の分

析」の二つの分析から構成される。その成果の概要は以下の通りである。なお、採択者は 2024 年度秋学期に休学を

したため、成果は休学前と休学後に分けられる。 

 

１．サンドラ・ロジェの連続テレビドラマ論についての精読・分析 

『Nos vies en series』(2019)の英訳版『TV-Philosophy: How TV Series Change our Thinking』(2023、以下『テ

レビ-哲学』)および『TV-Phylosophy in Action: The Ethics and Politics of TV Series』(2023、以下『実践』)

の精読と分析を行なった。 

ロジェが連続テレビドラマの研究を行う姿勢は、連続テレビドラマを哲学の材料として、

つまりは哲学が「世界の見方」を論じる際に「社会を映す鏡」 (Laugier 2023b: 2)として

一例となって手助けとなるものとして捉えるものではなく、「連続テレビドラマは、私たち

にもたらす変容を通して、世界に対して具体的に作用し、世界に働きかけるものである」

(Laugier 2023b: 2)という観点によって支えられている (Laugier 2023b: 2)。連続テレビ

ドラマを対象として哲学の観点から分析するのではなく、連続テレビドラマという表現形

式が引き出してくる自身の思考を掬い取り、記述すること を試みるロジェの仕事は、それ

そのものが哲学的な営みであるといえる。『実践』はその名の通り連続テレビドラマが引き

出したロジェの思考の記述であり、連続テレビドラマそれ自体が 視聴者に「哲学させる」

ことを理論的に打ち出す『テレビ -哲学』と合わせて、この 2 冊はロジェの連続テレビドラ

マ論を両輪として支えるものである。この「テレビ哲学」という研究分野は、接触と愛情

のモデルが叶える道徳的教育、延いてはそれが民主主義を広めていくことなど、連続テレ

ビドラマに固有の力を対象とするのと同時に、連続テレビドラマによって視聴者一人ひと

りが触発され、自らの内側から引き出される思考を捉えることを目的としており、今後よ

り一層の発展が望まれると考えられる。  

以上、ロジェのテレビ哲学の本質を把握するなかで、ロジェが連続テレビドラマ論を展

開 す る に あ た っ て 多 大 な 影 響 を 受 け た と 考 え ら れ る ス タ ン リ ー ・ カ ヴ ェ ル (Stanley 

Cavell,1926-2018)の 道 徳 的 完 成 主 義 や テ レ ビ 論 等 の 読 解 が 必 須 で あ る こ と も 明 確 に な

り、この点についてまでは研究を進めることができなかった ため、次年度以降の課題とし

たい。  

以上が休学申請前の研究の成果であり、以降は休学申請後の研究の成果である。  

 

２．NHK連続テレビ小説『おかえりモネ』の作品分析 

 

１で明らかにした「連続テレビドラマを対象として哲学の観点から分析するのではなく、

連続テレビドラマという表現形式が引き出してくる自身の思考を掬い取り、記述する 」と

いう方法を実践し一事例として提示することで「テレビ哲学」という研究分野に寄与する

ため、『おかえりモネ』の分析を行なった。  

東日本大震災から 14 年が経過、また、コロナ禍へと突入した 2020 年からは 5 年が経過

し、自然災害やパンデミックによって生活を奪われ脅かされる経験 や、それに付随する無

力感は、現代の日本社会に通底するものであると考えられる。文学や映画、舞台などの大

衆文化は社会状況を鮮明に反映して制作され、そうして発信された作品は人々に受容され

ることによってまた社会を形成する。それは「時代を映す鏡」(影山  2019：3；岡室  2024：

3)と呼ばれるテレビもまた例外ではなく、現代の連続テレビドラマを研究することによっ

て 東 日 本 大 震 災 を 経験 し コ ロ ナ 禍 中 に ある 私 た ち の あ り 方 を考 察 す る こ と が で きる と 考

えられる。  
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研究成果の概要（ つ づ き ）  

そこで、本分析では、『おかえりモネ』を構成する「登米・気仙沼編」「東京編」「気仙沼

編」のそれぞれにおいてヒロイン・百音が抱える課題とその変化の描かれ方をシナリオ

分析によって抽出し、それらを比較することによって、『おかえりモネ』は百音が「誰か

の役に立ちたい」と願う少女から「ただそばにいたい」を体現する女性へと変化する終

わりなき成長物語であることを提示した。これにより、『おかえりモネ』は自然災害やパ

ンデミックを内包する現代社会を生き続ける人間のひとつのあり方を提示しているとい

うことを明らかにした。  

 

 以上より、本研究は「連続テレビドラマという表現形式は人間の〈生〉をいかに変容さ

せ得るか」という問いを明らかにするにあたり、連続テレビドラマと人間の〈生〉のあい

だで育まれる「愛情」の形の一事例 を作品分析の論文として投稿を行なったことにより、

当初の研究計画に対しての成果を得ることができたと考えられる。一方で、ロジェの「テ

レビ哲学」の背景にある文脈については研究が行き届いていないことが反省点として挙

げられ、次年度以降への継続的な研究が必要であると考えられる。  

 

【引用・参考文献】  

安達奈緒子、 2021、『おかえりモネ』 NHK。  

影山貴彦、 2019、『テレビドラマでわかる平成社会風俗史』実業之日本社。  

Laugier  Sandra、 2023a、『 TV-Phi losophy:  How TV Series  Change our Thinking』

University  o f  Exter  Press。  

Laugier  Sandra、 2023b、『 TV-Phi losophy in  Action :  The Ethics  and Pol i t ics  of  TV 

Series』 University of  Exter  Press。  

岡室美奈子、 2024、『テレビドラマは時代を映す』ハヤカワ書房。  

※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 控 え 期 間 等  

を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  



※ ホームページ等で公表します。（ 様 式 ３ ） 

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告   

 

研究発表（研究によって得られた研究成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い場合は

主要なものを抜粋してください。なお、成果発表を確認できる資料を合わせて研究成果報告書提出フォームより提出してください  （紙

媒体等、研究成果報告書提出フォームから提出できない場合は、別途リサーチ・イニシアティブセンターへ提出してください）。 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

※修士論文・博士論文は含みません。 

 

 


